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このマニュアルでは、Cisco Unified MeetingPlace Release 6.0 のコンポーネントをインストールする     
ための要件とその他の必要な情報を示します。次の各項は、特定の Cisco Unified MeetingPlace コン    
ポーネントに関する情報を示しています。

 • Cisco Unified MeetingPlace Audio Server 6.0 の要件（P.2）

 • Cisco Unified MeetingPlace for IBM Lotus Notes 6.0 の要件（P.2）

 • Cisco Unified MeetingPlace for Office Communicator の要件（P.5）

 • Cisco Unified MeetingPlace for Microsoft Outlook 6.0 の要件（P.8）

 • Cisco Unified MeetingPlace Web Conferencing 6.0 の要件（P.12）

Audio Server Release 6.0 と他の Cisco Unified MeetingPlace コンポーネントとの互換性については、 
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/ps5664/ps5669/products_device_support_tables_list.html の『互換 
性マトリクス：Cisco Unified MeetingPlace コンポーネント』を参照してください。

（注） バージョン 5.4 の Cisco Unified MeetingPlace コンポーネントの要件については、 
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/ps5664/ps5669/prod_installation_guides_list.html の『System 
Requirements for Cisco Unified MeetingPlace Release 5.4』を参照してください。それ以前のバージョ
ンの要件については、 

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/ps5664/ps5669/prod_release_notes_list.html で該当するリリース 
ノートを参照してください。

（注） このマニュアルには、日本語化されたマニュアル名と英語版 URL が併記された箇所があります。  
日本語版マニュアルを参照する場合は、次の URL にアクセスしてください。 
 

http://www.cisco.com/japanese/warp/public/3/jp/service/manual_j/index_uc_mp.shtml

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/ps5664/ps5669/products_device_support_tables_list.html
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/ps5664/ps5669/prod_installation_guides_list.html
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/ps5664/ps5669/prod_release_notes_list.html
http://www.cisco.com/japanese/warp/public/3/jp/service/manual_j/index_uc_mp.shtml
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Cisco Unified MeetingPlace Audio Server 6.0 の要件
新しい Release 6.0 システムの場合、Cisco Unified MeetingPlace Audio Server ソフトウェアは製造元で        
インストールされます。したがって、Audio Server ソフトウェアをインストールする必要はありま  
せん。

Cisco Unified MeetingPlace Audio Server ハードウェアがあり、Audio Server Release 5.3 または 5.4 ソ           
フトウェアを使用している場合は、ソフトウェアをお客様ご自身で Audio Server Release 6.0 にアッ     
プグレードする必要があります（バージョン 5.2 を実行している Cisco Unified MeetingPlace Audio      
Server システムを直接 Release 6.0 にアップグレードすることはできません。まずバージョン 5.4 に      
アップグレードしてから、6.0 にアップグレードする必要があります）。

 • Cisco Unified MeetingPlace Audio Server システムには、Cisco Unified MeetingPlace 8100 シリーズ         
サーバが必要です。

Cisco Unified MeetingPlace 8100 シリーズ サーバの環境要件およびハードウェア仕様について     
は、http://www.cisco.com/en/US/products/sw/ps5664/ps5669/prod_installation_guides_list.html の『Cisco 
Unified MeetingPlace Audio Server インストレーション アップグレード ガイド Release 6.x』の        
「Cisco Unified MeetingPlace 8100 シリーズの取り付け準備」の章を参照してください。

 • Cisco Unified MeetingPlace Audio Server は、オートネゴシエーション用に設定されているネット     
ワーク スイッチ ポートに接続する必要があります。Cisco Unified MeetingPlace ゲートウェイは、     
100/1000 MB 全二重に設定されているネットワーク スイッチ ポートに接続する必要がありま    
す。

 • Cisco Unified MeetingPlace Audio Server が Cisco Unified MeetingPlace H.323/SIP Gateway と共に           
Cisco Unified CallManager を使用するように設定されており、Cisco Unified MeetingPlace  
H.323/SIP Gateway 上の Network Interface Card（NIC; ネットワーク インターフェイス カード）        
に複数の IP アドレスが設定されているか、または複数の NIC が存在する場合は、各 IP アドレ      
スを Cisco Unified CallManager に登録する必要があります。登録しないと、Cisco Unified     
MeetingPlace Web インターフェイスからのアウトダイヤルが失敗する可能性があります。 

Cisco Unified MeetingPlace for IBM Lotus Notes 6.0 の要件
Release 6.0 の新規インストールでは、Cisco Unified MeetingPlace アプリケーション専用の Cisco      
Media Convergence Server（MCS）が必要です。ハードウェア構成は、使用するシステムの音声およ  
び Web 会議ユーザ ライセンス（ポート）数に基づきます。

この項を参照する場合は、次の点に注意してください。

 • マシンに Cisco Unified MeetingPlace Web Conferencing Release 6.0 をインストールしてから、Cisco        
Unified MeetingPlace for Lotus Notes Release 6.0 をインストールする必要があります。 

 • Cisco Unified MeetingPlace for Lotus Notes Release 6.0 は、Cisco Unified MeetingPlace Web 
Conferencing と同じディレクトリにインストールする必要があります（たとえば、Web 
Conferencing を C:\Program Files\Cisco Systems にインストールした場合は、Cisco Unified 
MeetingPlace for Lotus Notes も Cisco Systems ディレクトリにインストールします）。

この項には、次の情報を示します。

 • Cisco Unified MeetingPlace for Lotus Notes の要件（P.3）

 • Segmented Meeting Access の要件（P.4）

 • WebConnect の要件（P.4）

 • エンド ユーザの要件（P.5）

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/ps5664/ps5669/prod_installation_guides_list.html
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Cisco Unified MeetingPlace for Lotus Notes の要件

表 1 Cisco Unified MeetingPlace for Lotus Notes 6.0 の要件 

コンポーネント 要件

統合サーバ マシン

（これは、Cisco 
Unified MeetingPlace 
Web Conferencing 6.0 
をインストールしたマ

シンです）

ハードウェア

 • Cisco Media Convergence Server（MCS）、あるいは HP 製または IBM 製の完全な同等品で、       
Cisco Unified MeetingPlace アプリケーション専用のマシン。必要な MCS の数は、使用する     
Cisco Unified MeetingPlace システムの音声および Web 会議ユーザ ライセンス（ポート）数      
によって異なります。 

（注） Cisco MCS については、 
http://www.cisco.com/en/US/partner/products/hw/voiceapp/ps378/index.html を参照してくだ 
さい。

Cisco MCS-7835-H1-RC1、MCS-7835-H2-RC1、MCS-7835-I1-RC1、または MCS-7835-I2-RC1。

－ 音声ユーザ ライセンス数が 480 以下のシステム向け。

－ 最大 50 の Web 会議ユーザ ライセンスをサポート。

Cisco MCS-7845-H1-RC1、MCS-7845-H2-RC1、MCS-7845-I1-RC1、または MCS-7845-I2-RC1。

－ 音声ユーザ ライセンス数が 1,152 以下のシステム向け。

－ サーバごとに最大 500 の Web 会議ユーザ ライセンスをサポート。

－ Web 会議ユーザ ライセンス数が 50 を超える場合は、Cisco Unified MeetingPlace 統合ア       
プリケーション（たとえば、Cisco Unified MeetingPlace for Outlook、SMTP E-Mail Gateway）      
を、Web 会議専用の MCS 7845 に移動します。

 • Web 会議ユーザ ライセンス数が 200 増えるごとに、専用の MCS 7845 を 1 つ追加します。

オペレーティング システム

Cisco MCS OS 2003.1.1 以降。

ソフトウェア

 • Cisco Unified MeetingPlace Web Conferencing Release 6.0 がインストールされ、動作している       
こと。

（Release 6.0 は、Web Conferencing バージョン 4.2.7、4.3、5.3、および 5.4 の参加（click-to-attend）       
リンクをサポートしています）

 • Lotus Notes クライアント バージョン 6.03、6.04、6.05、6.52、6.53、6.54、6.55、または 7.01。

その他

 • Microsoft Internet Information Server（IIS）バージョン 6.0。

Microsoft IIS 6.0 は、オペレーティング システムのインストール時に Cisco MCS にインス       
トールされ、設定されます。

 • Lotus Notes テンプレート 6.03、6.04、6.05、6.52、6.53、6.54、6.55、または 7.01。

Lotus Domino サーバ Domino バージョン 6.0x、6.5x、または 7.0x。

（注） Domino サーバと Cisco Unified MeetingPlace for Lotus Notes 6.0 は、別のマシン上に存在         
する必要があります。Domino は Windows マシン上で動作する必要があります。

http://www.cisco.com/en/US/partner/products/hw/voiceapp/ps378/index.html
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Segmented Meeting Access の要件
Release 6.0 は、外部アクセスのために Segmented Meeting Access - 2 Server（SMA-2S）展開をサポー        
トしています。 

（注） Segmented Meeting Access - 1 Server（SMA-1S）展開は、Release 6.0 でサポートされなくなりました。 

追加のシステム要件については、P.12 の「Cisco Unified MeetingPlace Web Conferencing 6.0 の要件」       
を参照してください。

SMA 展開の詳細については、 
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/ps5664/ps5669/products_installation_and_configuration_guides_li
st.html の『Cisco Unified MeetingPlace Web Conferencing コンフィギュレーション ガイド』にある       
「Cisco Unified MeetingPlace Web Conferencing への外部アクセスの設定」の章を参照してください。

WebConnect の要件
WebConnect を使用すると、複数の内部および外部 Web 会議サーバを 1 つの URL でシームレスに統       
合できます。

追加のシステム要件については、P.12 の「Cisco Unified MeetingPlace Web Conferencing 6.0 の要件」       
を参照してください。

Audio Server ハードウェア

Cisco Unified MeetingPlace 8112 サーバまたは Cisco Unified MeetingPlace 8106 サーバ。

ソフトウェア

Cisco Unified MeetingPlace Audio Server Release 6.0。

その他

 • アクセス ポート（音声）。

 • Cisco Unified MeetingPlace WebPublisher オプション キー。

 • Cisco Unified MeetingPlace データ会議オプション キー（アプリケーション共有およびプレゼ    
ンテーションに必要）。

 • Cisco MeetingNotes データ オプション キー（プレゼンテーションおよび添付に必要）。

 • Cisco MeetingNotes 音声オプション キー（会議の記録に必要）。

 • Cisco Unified MeetingPlace Video Integration オプション キー（ビデオ会議に必要）。

表 1 Cisco Unified MeetingPlace for Lotus Notes 6.0 の要件 （続き）

コンポーネント 要件

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/ps5664/ps5669/products_installation_and_configuration_guides_list.html
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/ps5664/ps5669/products_installation_and_configuration_guides_list.html
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エンド ユーザの要件
Release 6.0 は、表 2 に示すようなサードパーティ環境に対応しています。この表に記載されている   
Service Pack（SP; サービス パック）は、必要最小限のものです。記載されているものより後のサー   
ビス パックは、特記されていない限り、正常に動作するものと想定されます。

Cisco Unified MeetingPlace for Office Communicator の要件
Release 6.0 の新規インストールでは、Cisco Unified MeetingPlace アプリケーション専用の Cisco      
Media Convergence Server（MCS）が必要です。ハードウェア構成は、使用するシステムの音声およ  
び Web 会議ユーザ ライセンス（ポート）数に基づきます。

この項を参照する場合は、次の点に注意してください。

 • マシンに Cisco Unified MeetingPlace Web Conferencing Release 6.0 をインストールしてから、Cisco        
Unified MeetingPlace Office Communicator Release 6.0 をインストールする必要があります。 

 • Cisco Unified MeetingPlace Office Communicator Release 6.0 は、Cisco Unified MeetingPlace Web 
Conferencing と同じディレクトリにインストールする必要があります（たとえば、Web 
Conferencing を C:\Program Files\Cisco Systems にインストールした場合は、Cisco Unified 
MeetingPlace Office Communicator も Cisco Systems ディレクトリにインストールします）。

 • Cisco Unified MeetingPlace LCS Gateway は、WebConnect 機能をサポートしていません
（WebConnect は、サイトが使用できなくなった場合に、サイト間のロールオーバーを提供しま
す）。MOC クライアントから開始される会議は、Cisco Unified MeetingPlace LCS Gateway が存
在するサイトを常に使用します。

この項には、次の情報を示します。

 • Cisco Unified MeetingPlace for Office Communicator の要件（P.6）

 • エンド ユーザの要件（P.7）

表 2 Cisco Unified MeetingPlace for Lotus Notes 6.0 のエンド ユーザの要件 

オペレーティング 
システム 要件

Windows  • Windows ME、Windows 2000 Professional、Windows 2000 Server Edition（SP 2）、Windows 2000 
Advanced Server Edition（SP 2）、または Windows XP オペレーティング システム。

 • Lotus Notes クライアント バージョン 5.0.13、6.0.3、6.0.4、または 6.5.2。

 • Lotus Notes テンプレート 5.0.13、6.0.3、6.0.4、または 6.5.2。

－ Domino サーバ R5 のユーザは、Lotus Notes バージョン 5.0.13 のクライアントおよびテン       
プレートが必要です。

－ Domino サーバ R6 のユーザは、Lotus Notes バージョン 6.0.3 または 6.0.4 のクライアント         
およびテンプレートが必要です。

－ Domino サーバ R6.5 のユーザは、Lotus Notes バージョン 6.5.2 のクライアントおよびテン       
プレートが必要です。
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Cisco Unified MeetingPlace for Office Communicator の要件

表 3 Cisco Unified MeetingPlace Office Communicator 6.0 の要件 

コンポーネント 要件

統合サーバ マシン

（これは、Cisco 
Unified MeetingPlace 
Web Conferencing 6.0 
をインストールしたマ

シンです）

ハードウェア

 • Cisco Media Convergence Server（MCS）、あるいは HP 製または IBM 製の完全な同等品で、       
Cisco Unified MeetingPlace アプリケーション専用のマシン。必要な MCS の数は、使用する     
Cisco Unified MeetingPlace システムの音声および Web 会議ユーザ ライセンス（ポート）数      
によって異なります。 

（注） Cisco MCS については、 
http://www.cisco.com/en/US/partner/products/hw/voiceapp/ps378/index.html を参照してくだ 
さい。

Cisco MCS-7835-H1-RC1、MCS-7835-H2-RC1、MCS-7835-I1-RC1、または MCS-7835-I2-RC1。

－ 音声ユーザ ライセンス数が 480 以下のシステム向け。

－ 最大 50 の Web 会議ユーザ ライセンスをサポート。

Cisco MCS-7845-H1-RC1、MCS-7845-H2-RC1、MCS-7845-I1-RC1、または MCS-7845-I2-RC1。

－ 音声ユーザ ライセンス数が 1,152 以下のシステム向け。

－ サーバごとに最大 500 の Web 会議ユーザ ライセンスをサポート。

－ Web 会議ユーザ ライセンス数が 50 を超える場合は、Cisco Unified MeetingPlace 統合ア       
プリケーション（たとえば、Cisco Unified MeetingPlace for Outlook、SMTP E-Mail Gateway）      
を、Web 会議専用の MCS 7845 に移動します。

 • Web 会議ユーザ ライセンス数が 200 増えるごとに、専用の MCS 7845 を 1 つ追加します。

オペレーティング システム

Cisco MCS OS 2003.1.1 以降。

ソフトウェア

 • Cisco Unified MeetingPlace Web Conferencing Release 6.0 がインストールされ、動作している       
こと。

その他

 • Microsoft Internet Information Server（IIS）バージョン 6.0。

Microsoft IIS 6.0 は、オペレーティング システムのインストール時に Cisco MCS にインス       
トールされ、設定されます。

 • Microsoft .NET 2.0。

Microsoft .NET 2.0 は、オペレーティング システムのインストール時に Cisco MCS にインス       
トールされ、設定されます。

Microsoft Live 
Communications Server
（LCS）

LCS 2005 Standard Edition または Enterprise Edition。

http://www.cisco.com/en/US/partner/products/hw/voiceapp/ps378/index.html
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エンド ユーザの要件

Directory Services ハードウェア

サポートされている Cisco MCS あるいは HP 製または IBM 製の完全な同等品を使用している必       
要があります。

（注） サポートされている Cisco MCS を使用しておらず、また、レガシーとして HP 製または     
IBM 製の同等品も使用していない場合は、サポートされている Cisco MCS で新規イン    
ストールとして Release 5.4 をインストールする必要があります。Cisco MCS の仕様につ     
いては、http://www.cisco.com/en/US/products/hw/voiceapp/ps378/index.html を参照してくだ 
さい。

オペレーティング システム

Cisco MCS OS 2003.1.1 以降。

ソフトウェア

Cisco Unified MeetingPlace Directory Services Release 5.4。

（注） Directory Services 5.4 にアップグレードする方法の詳細については、『Cisco Unified 
MeetingPlace Directory Services アドミニストレーション ガイド Release 5.4』の「Cisco 
Unified MeetingPlace Directory Services のアップグレード」の章を参照してください。

Audio Server ハードウェア

Cisco Unified MeetingPlace 8112 サーバまたは Cisco Unified MeetingPlace 8106 サーバ。

ソフトウェア

Cisco Unified MeetingPlace Audio Server Release 6.0。

その他

 • アクセス ポート（音声）。

 • Cisco Unified MeetingPlace for Office Communicator オプション キー。 

 • Cisco Unified MeetingPlace WebPublisher オプション キー。

 • Cisco Unified MeetingPlace データ会議オプション キー（アプリケーション共有およびプレゼ    
ンテーションに必要）。

 • Cisco MeetingNotes データ オプション キー（プレゼンテーションおよび添付に必要）。

 • Cisco MeetingNotes 音声オプション キー（会議の記録に必要）。

 • Cisco Unified MeetingPlace Video Integration オプション キー（ビデオ会議に必要）。

表 4 Cisco Unified MeetingPlace for Office Communicator 6.0 のエンド ユーザの要件 

オペレーティング 
システム 要件

Windows Microsoft Office Communicator 1.x

表 3 Cisco Unified MeetingPlace Office Communicator 6.0 の要件 （続き）

コンポーネント 要件

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/voiceapp/ps378/index.html
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Cisco Unified MeetingPlace for Microsoft Outlook 6.0 の要件
この項には、次の情報を示します。

 • Cisco Unified MeetingPlace for Outlook の要件（P.8）

 • キャパシティ情報（P.11）

Cisco Unified MeetingPlace for Outlook の要件

表 5 Cisco Unified MeetingPlace for Outlook 6.0 の要件 

System  要件

Microsoft Exchange Server  • Exchange 2000 Server（Service Pack 2）または Exchange Server 2003 がインストールされ、        
動作していること。

 • 関連付けられた Exchange メールボックスを持つ Windows ユーザ アカウント。これは、     
Cisco Unified MeetingPlace for Outlook 用の Exchange メールボックスとなります。次の点       
に注意してください。

－ Windows ユーザ アカウントは Local Administrator 権限を持ち、そのアカウントのユー     
ザ名とパスワードは Cisco Unified MeetingPlace for Outlook メールボックスのユーザ      
名とパスワードに一致する必要があります（デフォルトの Outlook メールボックスを  
設定する手順については、 
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/ps5664/ps5669/prod_maintenance_guides_list.ht
ml の『Cisco Unified MeetingPlace for Outlook アドミニストレーション ガイド』を参       
照してください）。このアカウントでログインして、Cisco Unified MeetingPlace for   
Outlook をインストールします。

－ ログインしたユーザは、デフォルトの Outlook プロファイルにアクセスできる必要が  
あります。

－ この Exchange メールボックスは、Cisco Unified MeetingPlace for Outlook をインストー       
ルする前に設定する必要があります。

－ Exchange サーバと Cisco Unified MeetingPlace for Outlook サービス コンポーネントは、        
別のシステム上に存在する必要があります。

Cisco Unified MeetingPlace 
8100 シリーズ Audio 
Server

 • Cisco Unified MeetingPlace Audio Server Release 6.0。

 • Audio Server がインストールされ、Calendar オプション キーと Notification オプション      
キーが有効な状態で動作している必要があります（これらのオプション キーを有効にす 
る方法については、『Cisco Unified MeetingPlace for Outlook アドミニストレーション ガイ      
ド Release 6.0』を参照してください）。

 • 複数の Cisco Unified MeetingPlace サーバが存在する場合は、各サーバに独自の Cisco 
Unified MeetingPlace for Outlook サーバが必要です。

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/ps5664/ps5669/prod_maintenance_guides_list.html
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/ps5664/ps5669/prod_maintenance_guides_list.html
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Windows サーバ（ハード 
ウェア要件）

 • Cisco Unified MeetingPlace for Outlook をドメイン コントローラにインストールしないで      
ください。

 • Cisco Unified MeetingPlace Audio Server への TCP/IP 接続が必要です。

 • Cisco Media Convergence Server（MCS）、あるいは HP 製または IBM 製の完全な同等品で、       
Cisco Unified MeetingPlace アプリケーション専用のマシン。必要な MCS の数は、使用す     
る Cisco Unified MeetingPlace システムの音声および Web 会議ユーザ ライセンス（ポート）       
数によって異なります。 

（注） Cisco MCS については、 
http://www.cisco.com/en/US/partner/products/hw/voiceapp/ps378/index.html を参照してく 
ださい。

Cisco MCS-7835-H1-RC1、MCS-7835-H2-RC1、MCS-7835-I1-RC1、または 
MCS-7835-I2-RC1。

－ 音声ユーザ ライセンス数が 480 以下のシステム向け。

－ 最大 50 の Web 会議ユーザ ライセンスをサポート。

Cisco MCS-7845-H1-RC1、MCS-7845-H2-RC1、MCS-7845-I1-RC1、または 
MCS-7845-I2-RC1。

－ 音声ユーザ ライセンス数が 1,152 以下のシステム向け。

－ サーバごとに最大 500 の Web 会議ユーザ ライセンスをサポート。

－ Web 会議ユーザ ライセンス数が 50 を超える場合は、Cisco Unified MeetingPlace 統合       
アプリケーション（たとえば、Cisco Unified MeetingPlace for Outlook、SMTP E-Mail     
Gateway）を、Web 会議専用の MCS 7845 に移動します。

 • Web 会議ユーザ ライセンス数が 200 増えるごとに、専用の MCS 7845 を 1 つ追加します。

表 5 Cisco Unified MeetingPlace for Outlook 6.0 の要件 （続き）

System  要件

http://www.cisco.com/en/US/partner/products/hw/voiceapp/ps378/index.html
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Windows サーバのソフト 
ウェア要件

 • Cisco MCS OS 2003.1.1 以降（MCS サーバのオペレーティング システムをインストール      
および設定する手順については、 

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/ps5664/ps5669/prod_maintenance_guides_list.html の 
『Cisco Unified MeetingPlace for Outlook アドミニストレーション ガイド』を参照してくだ      
さい）。 

オペレーティング システムのアップデートおよびパッチは、シスコシステムズから提供 
されるものだけを適用してください。Microsoft から直接入手して Cisco MCS サーバに適    
用されたアップデートについては、サーバの動作に悪影響を及ぼすので、サポートされ

ていません。

 • Cisco MCS または Microsoft Windows サーバ上で、フル機能または Client Services のみ（通        
知サービス以外）を使用するには、Cisco Unified MeetingPlace Web Conferencing Release     
6.0 が必要です。

 • Web Conferencing が「Internal (Full Access)」インストールとしてインストールされ、プラ    
イマリ Cisco Unified MeetingPlace Web サーバとして動作している必要があります。

 • 次のいずれかの Microsoft Outlook クライアントがインストールされ、Exchange メール    
ボックスにログインするように設定されている必要があります。

－ Outlook 2003 

－ Outlook 2000（Service Release 1 および Service Pack 3）

Collaboration Data Objects（CDO）がインストールされている必要があります。Outlook  
2003 または Outlook 2000 で、セットアップ中にオプションとして CDO を選択します。      
CDO はデフォルトでロードされません。 

 • このコンピュータのデフォルトのメール クライアントが、Outlook に設定されている必  
要があります。

 • Outlook クライアントが、ローカル ドライブに完全にインストールされている必要があ  
ります。ネットワーク インストールはサポートされていません。

 • Cisco Unified MeetingPlace for Outlook は、「シン クライアント」（Citrix または Terminal 
Server）をサポートしていません。

 • Windows ログインが、Cisco Unified MeetingPlace for Outlook サービスで指定されるログイ      
ンと同じである必要があります。

 • Windows サーバと Exchange サーバは、相互に信頼関係がない限り、同じドメインに属し   
ている必要があります。

 • ディレクトリ サービスを使用して自動認証を行うには、Network Credentials フィールド   
を実装して Cisco Unified MeetingPlace Directory Services Release 5.4 がインストールされて        
いる必要があります（自動認証の詳細については、 

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/ps5664/ps5669/prod_maintenance_guides_list.html の 
『Cisco Unified MeetingPlace for Outlook アドミニストレーション ガイド』に記載されてい      
る ConfigClient ユーティリティの Logins タブの説明を参照してください）。 

Cisco Unified MeetingPlace のユーザ名は、大文字と小文字が区別されます。すべてのログ   
インを小文字で作成することをお勧めします。

表 5 Cisco Unified MeetingPlace for Outlook 6.0 の要件 （続き）

System  要件

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/ps5664/ps5669/prod_maintenance_guides_list.html
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/ps5664/ps5669/prod_maintenance_guides_list.html


  Cisco Unified MeetingPlace for Microsoft Outlook 6.0 の要件         

11
Cisco Unified MeetingPlace Release 6.0 システム要件     

OL-14205-01-J

キャパシティ情報

フル キャパシティで動作する 1 つの Cisco Unified MeetingPlace Audio Server の場合は、1 つの Cisco           
Unified MeetingPlace for Outlook サーバで十分です。

MCS 7845 上で動作する Cisco Unified MeetingPlace for Outlook は、1 時間あたり約 2,700 ～ 5,400 の             
エンド ユーザ要求をサポートできます。ユーザが Cisco Unified MeetingPlace for Outlook に関連する       
予定表の予定にアクセスするたびに、つまり、ユーザが Cisco Unified MeetingPlace 会議に関連付け    
られている予定を開くか、または予定の MeetingPlace タブをクリックすると、要求が発生します。  
プランニングの目的で、使用頻度の高い場合として、ユーザ 1 人あたり 1 時間ごとに約 2 つの要求      
を見積る必要があります。

上記のガイドラインを超えて使用すると、パフォーマンスが低下する可能性があります。

公表されている最大キャパシティまで Cisco Unified MeetingPlace Web Conferencing サーバを使用す      
ると予想される場合は、Cisco Unified MeetingPlace for Outlook を別のサーバにインストールする必     
要があります。それ以外の場合は、Cisco Unified MeetingPlace Web Conferencing と同じサーバに Cisco      
Unified MeetingPlace for Outlook をインストールします。

ネットワーク要件 Windows サーバが Cisco Unified MeetingPlace Audio Server と通信するには、次の要件が満たさ       
れている必要があります。

 • ネットワーク接続された PCI 環境では、Windows サーバは、プライマリ Cisco Unified     
MeetingPlace Audio Server に接続する場合はポート 5003 で、追加の各 Audio Server に接続        
する場合はポート 5005 で TCP 接続を開くことができる必要があります。

 • スタンドアロンの PCI または 8100 シリーズ環境では、Windows サーバは、プライマリ     
Cisco Unified MeetingPlace Audio Server に接続する場合にポート 5003 および 5005 で TCP          
接続を開くことができる必要があります。

 • Windows サーバと通信する場合、Cisco Unified MeetingPlace Audio Server の IP アドレスが        
ネットワーク アドレス変換スキームによって変換されないようにする必要があります。

 • Windows サーバとそのホストの Cisco Unified MeetingPlace Audio Server の間の接続は、高       
品質を確保し、トラフィックの輻輳によって中断されないようにする必要があります。

往復の遅延が 100 ms を超えるか、1 % を超えるパケット損失があると、サービス品質が     
著しく低下する可能性があります。

エンド ユーザ システム  • Microsoft Windows ME、Windows 2000 Professional、Windows 2000 SE Service Pack 2、
Windows 2000 AS Service Pack 2、Windows XP、または Windows Server 2003。

 • Cisco Unified MeetingPlace for Outlook への HTTP 接続。

 • Microsoft Outlook 2000（SR 1）、XP、または 2003。

 • Microsoft Outlook および Cisco Unified MeetingPlace Web Conferencing のエンド ユーザの要         
件を満たす CPU、ハードディスク領域、および RAM。

表 5 Cisco Unified MeetingPlace for Outlook 6.0 の要件 （続き）

System  要件



  Cisco Unified MeetingPlace Web Conferencing 6.0 の要件

12
Cisco Unified MeetingPlace Release 6.0 システム要件

OL-14205-01-J

Cisco Unified MeetingPlace Web Conferencing 6.0 の要件
この項には、次の情報を示します。

 • ハードウェア要件（P.12）

 • ネットワーク要件（P.13）

 • ソフトウェア要件（P.14）

 • ロード バランシングの要件（P.16）

 • Segmented Meeting Access の要件（P.17）

 • WebConnect の要件（P.18）

 • エンド ユーザの要件（P.19）

 • アップグレードの要件（P.21）

アメリカ英語以外の各国語展開を使用する場合は、P.15 の「統合の要件：Cisco Unified MeetingPlace   
SMTP E-Mail Gateway」に記載されている Cisco Unified MeetingPlace SMTP E-Mail Gateway の要件を         
参照してください。

ハードウェア要件

この項では、Cisco Unified MeetingPlace Web Conferencing Release 6.0 のハードウェア要件について説       
明します。

 • Web サーバの要件（P.12）

 • Audio Server の要件（P.13）

Web サーバの要件

Cisco Unified MeetingPlace Web Conferencing システムは、ハードウェア サーバにロードされるソフ      
トウェア製品です。Web Conferencing の新規インストールでは、Cisco Unified MeetingPlace アプリ     
ケーション専用の Cisco MCS が必要です。

Cisco MCS については、http://www.cisco.com/en/US/partner/products/hw/voiceapp/ps378/index.html を参   
照してください（このページにアクセスするには、Cisco.com のユーザ名とパスワードが必要です）。

表 6 に、サポートされている Cisco 7800 シリーズ Media Convergence Server モデルを示します。Cisco        
MCS サーバには、DVD-ROM ドライブ、キーボード、マウス、およびモニタが必要です。

完全に同等なサードパーティ製サーバもサポートされています。詳細については、 

http://www.cisco.com/go/swonly を参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/partner/products/hw/voiceapp/ps378/index.html
http://www.cisco.com/go/swonly
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追加の要件

 • 2.5 GB を超える空き領域のある NT File System（NTFS; NT ファイル システム）。

 • 基本レベルを超える記録が予想される 1 時間ごとの 700 MB の追加ディスク領域。詳細につい     
ては、『Cisco Unified MeetingPlace Web Conferencing コンフィギュレーション ガイド Release 6.x』        
の「最適データ ストレージのための Cisco Unified MeetingPlace Web Conferencing の設定」の章       
の「Web Conferencing のデータ ストレージについて」の項を参照してください。

Audio Server の要件

フル機能を使用するには、Cisco Unified MeetingPlace Web Conferencing が Cisco Unified MeetingPlace        
Audio Server システムに接続されている必要があります。Audio Server ソフトウェア コンポーネン     
トは、Cisco Unified MeetingPlace 8112 サーバ上または Cisco Unified MeetingPlace 8106 サーバ上に存         
在する必要があります。

ネットワーク要件

Web サーバが Cisco Unified MeetingPlace Audio Server システムと通信できるように、システムが次       
の要件を満たしていることを確認します。

 • TCP ポート 5003 および 5005 が、Web サーバと Cisco Unified MeetingPlace Audio Server システ            
ム（存在する場合は、プライマリ サーバおよびシャドウ サーバ）の間で双方向に開いている  
こと。

 • Cisco Unified MeetingPlace Audio Server システムは Web サーバへのリバース接続を開始できる       
ため、その場合は Web サーバから Audio Server の方向でポート 5003 を開く必要はありません。       
リバース接続を開始するには、Cisco Unified MeetingPlace Web Conferencing のインストール時に     
MeetingPlace サーバ名を IP アドレスではなくホスト名として入力する必要があります。また、   
この Web サーバ ユニットを Audio Server に手動で設定する必要があります。 

 • Web サーバとそのホストの Cisco Unified MeetingPlace Audio Server システムの間の接続が高品       
質であり、トラフィックの輻輳によって中断されないこと。往復の遅延が 100 ms を超えるか、   
1 % を超えるパケット損失があると、サービス品質が著しく低下する可能性があります。

 • Cisco Unified MeetingPlace Audio Server システムは、オートネゴシエーション用に設定されてい     
るネットワーク スイッチ ポートに接続されている必要があります。 

表 6 サポートされている Cisco 7800 シリーズ MCS モデル 

System 音声会議キャパシティ Web 会議キャパシティ

Cisco MCS-7835-H2-RC1

Cisco MCS-7835-I2-RC1

Cisco MCS-7835-H1-RC1

Cisco MCS-7835-I1-RC1

サーバごとに最大 480 の  
音声ユーザ ライセンス。

サーバごとに最大 50 の Web 会議ユーザ ライセンス。

Cisco MCS-7845-H2-RC1

Cisco MCS-7845-I2-RC1

Cisco MCS-7845-H1-RC1

Cisco MCS-7845-I1-RC1

サーバごとに最大 1,152 の  
音声ユーザ ライセンス。

サーバごとに最大 500 の Web 会議ユーザ ライセンス。

Web 会議ユーザ ライセンス数が 50 を超える場合は、Cisco 
Unified MeetingPlace アプリケーション（たとえば、Cisco Unified 
MeetingPlace for Outlook、Cisco Unified MeetingPlace SMTP E-Mail 
Gateway）を、Web 会議専用の MCS 7845 に移動します。

（注） Web 会議ユーザ ライセンス数が 500 増えるごとに、専用    
の Cisco MCS 7845 を 1 つ追加します。
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 • Cisco Unified MeetingPlace ゲートウェイは、100/1000 MB 全二重に設定されているネットワーク     
スイッチ ポートに接続されている必要があります。

Web Conferencing で、次の追加のネットワーク要件も満たされる必要があります。

 • Web サーバに、同じサブネット上の 2 つのスタティック IP アドレスが設定されている必要が     
あります。

 • SQL がリモートにインストールされている場合は、TCP ポート 1433 が Web Conferencing サー       
バと SQL Server の間で双方向に開いている必要があります。

ソフトウェア要件

この項では、Cisco Unified MeetingPlace Web Conferencing Release 6.0 システムのソフトウェア要件に       
ついて説明します。

 • Web サーバのソフトウェア要件（P.14）

 • 統合の要件：Cisco Unified MeetingPlace Audio Server（P.15）

 • 統合の要件：Cisco Unified MeetingPlace for Outlook（P.15）

 • 統合の要件：Cisco Unified MeetingPlace SMTP E-Mail Gateway（P.15）

 • 統合の要件：Jabber Server（P.15）

 • （オプション）統合の要件：サードパーティの音声変換と再生（P.15）

Web サーバのソフトウェア要件

Cisco Unified MeetingPlace Web Conferencing ソフトウェアは、Cisco MCS オペレーティング システ        
ム上で動作します。このオペレーティング システムは、このアプリケーションに付属しています。 
Web Conferencing Release 6.0 には、Cisco MCS OS 2003.1.1 以降が必要です。

追加の Windows 要件

 • Microsoft Internet Information Server（IIS）6.0。

これは、オペレーティング システムのインストール時に Cisco MCS にインストールされ、設定    
されます。 

 • すべてのコーポレート フォントおよび Microsoft 標準フォント（Microsoft PowerPoint フォント     
を含む）がインストールされていること。

SQL Server の要件

Microsoft SQL Server 2000 および Service Pack 4 は、Web Conferencing 6.0 インストーラに付属してい           
ます。ローカル SQL Server インストール オプションを選択すると、これらの必須コンポーネント    
が Cisco MCS に自動的にインストールされます。

（注） • リモート SQL Server オプションを使用して Web Conferencing を展開する場合は、Web 
Conferencing をインストールする前に SQL Server 2000 Service Pack 4 をインストールする必
要があります。

 • Web Conferencing は大文字と小文字を区別しない SQL Server 構成だけをサポートするため、     
SQL Server を手動でインストールする必要がある場合は、SQL Server をインストールして大文    
字と小文字を区別しないように設定する必要があります。大文字と小文字を区別するように

SQL Server を設定すると、Web Conferencing が正しく機能しません。
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統合の要件：Cisco Unified MeetingPlace Audio Server

Cisco Unified MeetingPlace Web Conferencing 6.0 には、8106 サーバまたは 8112 サーバ上に存在する         
Cisco Unified MeetingPlace Audio Server Release 6.0 が必要です。

追加の要件

 • アクセス ポート（音声）

 • Cisco Unified MeetingPlace WebPublisher オプション キー

 • Cisco Unified MeetingPlace データ会議オプション キー（アプリケーション共有およびプレゼン    
テーションに必要）

 • Cisco MeetingNotes データ オプション キー（プレゼンテーションおよび添付に必要）

 • Cisco MeetingNotes 音声オプション キー（会議の記録に必要）

 • Cisco Unified MeetingPlace Video Integration オプション キー（ビデオ会議に必要）

統合の要件：Cisco Unified MeetingPlace for Outlook

Cisco Unified MeetingPlace Web Conferencing 6.0 には、Cisco Unified MeetingPlace for Outlook Release           
6.0 が必要です。 

Web Conferencing と Cisco Unified MeetingPlace for Outlook の両方を同時にアップグレードする必要        
があります。

統合の要件：Cisco Unified MeetingPlace SMTP E-Mail Gateway

Cisco Unified MeetingPlace Web Conferencing Release 6.0 には、Cisco Unified MeetingPlace SMTP E-Mail           
Gateway Release 5.4 が必要です。

統合の要件：Jabber Server

Cisco Unified MeetingPlace Web Conferencing Release 6.0 には、Sun Java Runtime Environment（JRE）          
1.4.2.xx を搭載した Jabber XCP 4.2 サーバにインストールされている Cisco Unified MeetingPlace        
Jabber Integration 6.0 が必要です。 

（オプション）統合の要件：サードパーティの音声変換と再生

音声変換

 • 音声ファイルを MP3、WAV、または WMA 形式に変換する場合、サードパーティの音声サー   
ビスは不要です。Cisco Unified MeetingPlace Web Conferencing は、内部の音声サービス コンポー      
ネントおよび組み込みエンコーダを使用して、音声添付をこれらの形式に変換します。

ストリーム再生

 • Windows Media Services

インストール手順および設定手順の詳細については、『Cisco Unified MeetingPlace Web Conferencing    
コンフィギュレーション ガイド Release 6.x』の「最適データ ストレージのための Cisco Unified      
MeetingPlace Web Conferencing の設定」の章の「Windows Media Server を設定する」の項を参照      
してください。
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ロード バランシングの要件
Cisco Unified MeetingPlace Web Conferencing ロード バランシングでは、アルゴリズム方式を利用し      
て、Web サーバ クラスタ内で Web 会議要求を均等に分散させます。次の項では、ロード バランシ     
ング構成用の追加の要件を示します。

Audio Server の要件

 • 内部および外部クラスタ内のすべての Web サーバが、同じ Cisco Unified MeetingPlace Audio 
Server システムをポイントする必要があります。

 • Cisco Unified MeetingPlace アプリケーション（たとえば、Cisco Unified MeetingPlace Web 
Conferencing、Cisco Unified MeetingPlace SMTP E-Mail Gateway）を実行している最大 16 の 
Cisco MCS を、同じ Cisco Unified MeetingPlace Audio Server システムに接続できます。

内部 Web サーバ クラスタの要件

ロード バランシング構成に内部 Web サーバ クラスタが含まれている場合は、次の点を確認します。

 • 内部クラスタ内のすべての Web サーバが、1 つの SQL Server データベースを共有する必要があ      
ります。

 • 内部クラスタ内のすべての Web サーバが、添付用の共有ストレージ ロケーションにアクセス   
できる必要があります。

 • Server Location で Internal (Full Access) オプションを選択して、各サーバ（内部 Web サーバ 1、         
内部 Web サーバ 2 など）に順次 Cisco Unified MeetingPlace Web Conferencing をインストールし          
ます。

 • 内部クラスタ内のすべての Web サーバが、同じ展開設定および構成（たとえば、同じ Replication   
Service パラメータと Audio Service パラメータ）を持っていることを確認します。

外部 Web サーバ クラスタの要件

ロード バランシング構成に外部 Web サーバ クラスタが含まれている場合は、次の点を確認します。

 • 外部クラスタ内のすべての Web サーバが、1 つの SQL Server データベースを共有する必要があ      
ります。 

（注） 内部クラスタと外部クラスタが別のデータベースを使用することを確認してください。 

 • 外部クラスタ内のすべての Web サーバが、共有ストレージ ロケーション（添付用）にアクセ   
スできる必要があります。

 • Server Location で External (Limited Access) オプションを選択して、各サーバ（外部 Web サーバ        
1、外部 Web サーバ 2 など）に順次 Cisco Unified MeetingPlace Web Conferencing をインストー          
ルします。

 • 外部クラスタ内のすべての Web サーバが、同じ展開設定および構成（たとえば、同じ Replication   
Service パラメータと Audio Service パラメータ）を持っていることを確認します。

混在クラスタの要件

混在クラスタには、内部クラスタと外部クラスタが少なくとも 1 つずつ含まれています。ロード バ   
ランシング構成に混在クラスタが含まれている場合は、次の点を確認します。

 • 内部 Web サーバ クラスタおよび外部 Web サーバ クラスタのすべての要件が満たされている必      
要があります。

 • 内部クラスタのデータベースと外部クラスタのデータベースに同じ GUIDS が含まれている必  
要があります。 
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ポート アクセスの要件

 • ロード バランシング クラスタでは、TCP ポート 8506 および 8507 が、各 Web Conferencing サー          
バ間で双方向に開いている必要があります。

Segmented Meeting Access の要件
Cisco Unified MeetingPlace Web Conferencing は、外部アクセスのために Segmented Meeting Access - 2          
Server（SMA-2S）展開をサポートしています。 

（注） Segmented Meeting Access - 1 Server（SMA-1S）展開は、Release 6.0 でサポートされなくなりました。 

Cisco Unified MeetingPlace Web Conferencing のハードウェアおよびソフトウェアの標準システム要     
件（P.12 の「ハードウェア要件」および P.14 の「ソフトウェア要件」を参照）に加えて、次の要   
件があります。SMA-2S 展開を試行する前に、次の要件が満たされていることを確認してください。

ハードウェア要件

 • 2 つの単体の Cisco MCS、または 2 つの Cisco MCS クラスタ（ロード バランシングを実装する         
場合）

－ 1 つのサーバまたはサーバ クラスタは、プライベート企業ネットワークの内部に配置され、  
内部 Web サーバとして機能します。

－ もう 1 つのサーバまたはサーバ クラスタは、ネットワーク セグメント（DMZ など）に配     
置され、外部 Web サーバとして機能します。

ソフトウェア要件

 • 内部 Web サーバの場合、「Internal (Full Access)」サーバ ロケーション オプションでインストー      
ルされている Cisco Unified MeetingPlace Web Conferencing Release 6.0。

 • 外部 Web サーバの場合、「External (Limited Access)」サーバ ロケーション オプションでインス      
トールされている Cisco Unified MeetingPlace Web Conferencing Release 6.0。

DNS 設定の要件

 • セグメント化された DNS の場合、同じホスト名が、内部 DNS では内部 Web サーバに解決さ      
れ、外部 DNS では外部 Web サーバに解決される必要があります。

 • セグメント化されていない DNS に対応するように通知テンプレートを設定する方法について  
は、特定の Cisco Unified MeetingPlace 通知アプリケーションのアドミニストレーション ガイド     
を参照してください。

 • 内部のホスト名および IP アドレスには、内部ネットワークからしかアクセスできないことを確  
認します。

 • 外部のホスト名および IP アドレスには、内部ネットワークとインターネットの両方からアクセ  
スできることを確認します。

ポート アクセスの要件

 • DMZ と内部ネットワークの間で、次のポートが開いていることを確認します。

－ TCP ポート 5003 および 5005 が、Web サーバと Cisco Unified MeetingPlace Audio Server シ            
ステム（存在する場合は、プライマリ サーバおよびシャドウ サーバ）の間で双方向に開い  
ている必要があります。

ネットワークをリバース接続用に設定した場合（Web サーバに MeetingPlace サーバの IP ア     
ドレスではなくホスト名が設定されている場合）、Audio Server システムは、ポート 5003 の    
着信がブロックされていると、DMZ 内の Web サーバへのリバース接続を開始できます。 
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 • インターネットから DMZ への着信で、次のポートが開いていることを確認します。

－ TCP ポート 80

－ TCP ポート 1627（高性能の会議コンソールの場合は強く推奨）

－ TCP ポート 443（SSL が実装されている場合）

追加の要件

 • 内部サーバと DMZ サーバの間で同期された GUIDS

内部サーバと外部サーバのデータベースに同じ GUIDS が含まれている必要があります。 

WebConnect の要件
WebConnect を使用すると、複数の Cisco Unified MeetingPlace システム間での Web スケジューリン       
グおよび会議参加をシームレスにすることができます。WebConnect を設定する前に、システムが 
次の要件を満たしていることを確認します。

（注） UNIX システムでは、WebConnect 機能はサポートされていません。

Cisco Unified MeetingPlace Audio Server の要件

 • Cisco Unified MeetingPlace Web Conferencing Release 6.0 の場合：Cisco Unified MeetingPlace Audio          
Server Release 6.0

 • 次のように設定された Cisco Unified MeetingPlace MeetingTime Release 6.0
－ User profile > Sched only on scheduling home server?> No

－ User profile > Sched only on NS home site?> No

－ System Parameters > Allow Vanity Mtg IDs?> Yes

追加の要件

 • Cisco Unified MeetingPlace イメージ内にあるすべてのサイトが、同じビルドレベル リリースの    
Cisco Unified MeetingPlace Audio Server を実行していることを確認します。

 • サイト内のすべてのシステムが、同じシステム オプションと通知手段を持っていることを確認 
します。たとえば、MeetingNotes、Cisco Unified MeetingPlace SMTP E-Mail Gateway、Microsoft     
Outlook などです。

 • 外部の専用サイトでは、VPN（T1 またはフレームリレー）を使用していることを確認します。

 • ロールオーバー マップの設定では、すべてのユーザが 1 つのグループに割り当てられているこ   
とを確認します。

（注） すべてのグループを 1 つのロールオーバー マップに割り当てる必要があります（ロール   
オーバー マップに 1 つのサイトしかない場合でも）。

 • Cisco Unified MeetingPlace Directory Services または同様のプロファイル同期手段を、専用サーバ     
上で展開している必要があります。
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エンド ユーザの要件
ユーザのワークステーションが、この項に記載されているクライアント要件を満たしていることを

確認します。または、これらの要件をユーザに通知します。音声および Web 会議に参加するため  
に、すべてのクライアント マシンに個別のインターネット アクセスおよびテレフォニー アクセス   
が実装されている必要があります。推奨される最小帯域幅は、56-K のモデム接続です。これより低 
速の接続では、Web 会議のパフォーマンスが低下する可能性があります。 

記載されているサービス パック（SP）は、必要最小限のものです。記載されているものより後の 
サービス パック リリースは、特記されていない限り、正常に動作するものと想定されます。 

 • クライアントの要件：Microsoft Windows（P.19）

 • クライアントの要件：Apple Mac（P.20）

 • クライアントの要件：Sun Solaris（P.20）

 • クライアントの要件：RedHat Linux（P.21）

クライアントの要件：Microsoft Windows

Cisco Unified MeetingPlace の Web 会議に参加するための要件

 • Adobe Flash Player 6.0.79 以降。

 • （オプション）WAV ファイル、WMA ファイル、または MP3 ファイルを再生するオーディオ    
プレーヤー。

 • （オプション、ただし強く推奨）直接着信アクセスのためにファイアウォール上で TCP ポー  
ト 1627 がクライアントからサーバ方向に開いていること。

このポートが開いていない場合、会議コンソールは、ポート 80 経由でトンネリングすること  
により、やや遅い接続を確立します。

デスクトップ コンテンツおよびアプリケーションを共有するための要件

 • Cisco Unified Presenter Add-In（Web Conferencing のホーム ページの Browser Test リンクから、ま         
たは会議コンソール内からダウンロードできます）。

ビデオ会議用の追加の要件

エンド ユーザ システムがビデオ会議用に設定されていることを確認するには、『Cisco Unified 
MeetingPlace Video Integration アドミニストレーション ガイド Release 5.4』を参照してください。

表 7 サポートされている Web ブラウザ（Microsoft Windows オペレーティング システムのバー     
ジョン別）

オペレーティング システムのバージョン サポートされている Web ブラウザ

Windows Vista  • Microsoft Internet Explorer 7.0 以降

Windows XP（SP1 以降）  • Microsoft Internet Explorer 6.0 SP1 または SP2

Windows 2000（SP2 以降）  • Microsoft Internet Explorer 5.5 SP2

 • Mozilla Firefox 1.5

 • Netscape 7.1
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クライアントの要件：Apple Mac

オペレーティング システム

OS 10.2、10.3、または 10.4。

Web ブラウザ

 • Firefox 1.5。

 • Mac Safari 1.1、1.2、または 2.0。

Cisco Unified MeetingPlace の Web 会議に参加するための要件

 • Adobe Flash Player 6.0.79 以降。

 • （オプション）WAV ファイル、WMA ファイル、または MP3 ファイルを再生するオーディオ    
プレーヤー。

 • （オプション、ただし強く推奨）直接着信アクセスのためにファイアウォール上で TCP ポー  
ト 1627 がクライアントからサーバ方向に開いていること。

このポートが開いていない場合、会議コンソールは、ポート 80 経由でトンネリングすること  
により、やや遅い接続を確立します。

デスクトップ コンテンツおよびアプリケーションを共有するための要件

 • Cisco Unified Presenter Add-In（Web Conferencing のホーム ページの Browser Test リンクから、ま         
たは会議コンソール内からダウンロードできます）。

クライアントの要件：Sun Solaris

オペレーティング システム

Solaris 9 以降のリリース。

Web ブラウザ

 • Firefox 1.5。

Cisco Unified MeetingPlace の Web 会議に参加するための要件

 • Adobe Flash Player 7.0 以降。

UNIX システムでは、デスクトップからの画面共有およびファイル共有を使用できません。こ 
れらのシステム上のユーザは、ホワイトボードまたは会議添付の共有、共有ファイルの表示、

および注釈の追加を行うことができますが、システム上のファイルを他の参加者と共有するこ

とはできません。 

 • （オプション）WAV ファイル、WMA ファイル、または MP3 ファイルを再生するオーディオ    
プレーヤー。
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クライアントの要件：RedHat Linux

オペレーティング システム

RedHat 9 以降のリリース。

Web ブラウザ

 • Firefox 1.5 以降。

Cisco Unified MeetingPlace の Web 会議に参加するための要件

 • Adobe Flash Player 7.0 以降。

Linux システムでは、デスクトップからの画面共有およびファイル共有を使用できません。こ 
れらのシステム上のユーザは、ホワイトボードまたは会議添付の共有、共有ファイルの表示、

および注釈の追加を行うことができますが、システム上のファイルを他の参加者と共有するこ

とはできません。 

 • （オプション）WAV ファイル、WMA ファイル、または MP3 ファイルを再生するオーディオ    
プレーヤー。

アップグレードの要件

レガシー システムを Cisco Unified MeetingPlace Web Conferencing Release 6.0 にアップグレードする         
場合の要件は、次のとおりです。

 • サポートされている Cisco MCS あるいは HP 製または IBM 製の完全な同等品。Cisco MCS の仕         
様については、http://www.cisco.com/en/US/products/hw/voiceapp/ps378/index.html を参照してくだ 
さい。

（注） HP 製または IBM 製の完全な同等品を使用していない場合は、サポートされている Cisco    
MCS で新規インストールとして Release 6.0 をインストールする必要があります。インス    
トールの要件については、P.12 の「ハードウェア要件」を参照してください。

 • Windows Server 2003 Enterprise Edition。

 • Microsoft Internet Information Server（IIS）6.0。

Microsoft IIS 6.0 は、Windows Server 2003 と共にインストールされます。

 • SQL Server 2000（SP 4）。

－ Cisco Unified MeetingPlace Web Conferencing には、SQL Server Processor License オプション         
が必要です。詳細については、Microsoft の Web サイトを参照してください。

 • Cisco Unified MeetingPlace Web Conferencing Release 5.4 または 5.3。

注意 現在の参加（click-to-attend）リンク、添付、および会議の記録を保持する場合は、SQL Server デー  
タベースを削除しないでください。現在のデータベースを削除または再構築すると、これらの情報

がすべて削除されます。

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/voiceapp/ps378/index.html
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